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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
愛
し
て
く
れ
た
、
あ
な
た
。

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
０
２
５
３
Ｅ

【
作
者
名
】

　
Ｓ
ｋ
ｅ
ｌ
ｅ
ｔ
ｏ
ｎ

【
あ
ら
す
じ
】

　
佳
奈
が
、
初
め
て
、
恋
を
し
た
。
そ
の
人
わ
‥
そ
し
て
、
最
後
‥
感
動
？
の
、

Ｌ
ｏ
ｖ
ｅ
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｒ
Ｙ
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私
は
、
久
し
ぶ
り
に
『
夢
』
を
、
見
た
。

そ
の
夢
で
、
私
は
泣
い
た
。

す
ご
く
、
悲
し
い
夢
を
見
た
。

私
の
、
過
去
の
よ
う
な
、
夢
を
‥

私
の
、
過
去
‥

そ
れ
は
、
人
に
は
、
言
え
な
い
よ
う
な
、
過
去
。

私
の
、
過
去
‥

私
は
、
産
ま
れ
た
時
、
死
ん
で
い
た
。

ケ
ド
、
奇
跡
的
に
生
き
た
。

親
は
、
い
つ
も
喧
嘩
。

私
を
、
産
ま
な
か
っ
た
ら
、
離
婚
す
る
予
定
だ
っ
た
ら
し
い
。

そ
し
て
、
産
ま
れ
て
か
ら
、
私
は
一
年
間
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
、
家
で
、
暮
ら

し
て
い
た
。

親
は
、
も
う
一
人
の
子
供
が
、
産
ま
れ
た
か
ら
、
私
を
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
、
預

け
て
貰
っ
て
た
。
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私
は
、
親
の
愛
情
を
も
ら
っ
て
な
い
、
た
だ
の
、
邪
魔
な
子
供
と
し
て
、
産
ま

れ
て
来
た
。

寂
し
か
っ
た
。

そ
ん
な
、
夢
を
見
た
。

「
は
ぁ
‥
。
は
ぁ
‥
。
‥
‥
う
ぅ
ぅ
‥
。
」

私
は
、
布
団
の
中
で
、
泣
い
て
い
た
。

声
を
、
押
し
殺
し
て
‥
。

朝
ま
で
‥

小
学
生
の
時
‥

私
は
、
友
達
を
１
番
大
切
な
人
と
し
て
、
見
て
来
た
。

家
に
、
帰
っ
て
も
勉
強
。

だ
か
ら
、
小
学
生
の
時
か
ら
、
よ
く
、
遊
び
ぐ
せ
が
、
ひ
ど
か
っ
た
。

中
学
生
‥

高
校
生
と
、
上
が
っ
た
。

高
校
生
に
、
な
っ
て
、
初
め
て
好
き
な
人
が
出
来
た
。
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一
目
惚
れ
だ
っ
た
。

ケ
ド
、
私
に
は
、
告
る
勇
気
が
な
か
っ
た
。

私
は
、
学
校
で
よ
く
告
ら
れ
る
。

ケ
ド
、
そ
の
男
は
、
み
ん
な

「
エ
ッ
チ
し
よ
っ
。
」

「
セ
ッ
ク
ス
フ
レ
ン
ド
に
、
な
っ
て
」

と
か
‥

毎
日
、
う
ざ
い
。

そ
ん
な
中
、
ま
た
告
白
さ
れ
て
て
、
エ
ッ
チ
さ
れ
そ
ぉ
に
、
な
っ
た
時
、
助
け

て
く
れ
た
の
が
、
彼
だ
っ
た
。

優
真
君
だ
っ
た
。

私
が
、
好
き
だ
っ
た
人
‥

私
は
、
漫
画
見
た
い
な
話
で
、
少
し
ビ
ッ
ク
リ
し
た
。

「
大
丈
夫
？
」

優
真
君
の
、
低
い
声
。
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ド
キ
っ
と
、
し
た
。

「
あ
っ
‥
。
う
ん
。
」

私
は
、
下
を
向
い
た
ま
ま
だ
っ
た
。

「
良
か
っ
た
。
君
、
名
前
は
？
」

私
は
、
ま
た
ド
キ
っ
と
し
た
。

「
川
崎
‥
佳
奈
。
」

「
カ
ナ
ち
ゃ
ん
。
俺
、
優
真
。
よ
ろ
し
く
。
☆
」

何
回
聞
い
て
も
ド
キ
っ
と
し
て
し
ま
う
。

「
う
ん
。
よ
ろ
‥
し
く
。
」

私
は
、
ま
だ
下
を
向
い
て
い
た
。

「
顔
‥
あ
げ
て
？
」

ド
キ
っ
。

何
で
一
言
一
言
に
、
ド
キ
ド
キ
し
て
し
ま
う
の
だ
ろ
ぉ
。

私
は
、
優
真
の
言
う
通
り
に
、
顔
を
あ
げ
た
。

「
可
愛
い
。
☆
い
っ
つ
も
、
前
向
け
ヨ
。
バ
イ
バ
イ
。
」
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か
‥
可
愛
い
。

ド
キ
ド
キ
し
す
ぎ
ぃ
。

あ
っ
。

「
あ
の
ぉ
、
優
真
さ
ん
。
」

「
ん
っ
。
？
」

あ
ぁ
ぁ
、
顔
見
ら
れ
て
る
‥

赤
く
な
い
か
な
ぁ
‥

「
そ
の
、
ア
ド
レ
ス
‥
教
え
て
下
さ
い
‥
。
」

恥
ず
か
し
ぃ
。

優
真
君
は
、
ニ
コ
ッ
と
、

「
イ
イ
ヨ
。
」

と
、
言
っ
て
赤
外
線
で
、
私
に
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
も
ら
っ
た
。

す
っ
ご
く
、
嬉
し
か
っ
た
。

そ
れ
か
ら
、
ず
っ
と
、
優
真
君
と
メ
ー
ル
を
し
た
り
、
教
室
の
前
で
喋
っ
た
り

し
た
。

あ
る
日
‥
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私
の
、
ク
ラ
ス
の
男
子
が

「
佳
奈
ち
ゃ
ん
と
、
優
真
先
輩
と
、
付
き
合
っ
て
る
ら
し
い
よ
。
」

と
か
‥

「
優
真
先
輩
、
彼
女
と
別
れ
た
ら
し
い
よ
。
や
っ
ぱ
原
因
は
、
佳
奈
ち
ゃ
ん
で

し
ょ
っ
。
」

と
か
、
言
う
噂
が
流
れ
だ
し
た
。

そ
の
た
ん
び
に
、
優
真
君
が
、

「
な
ん
か
、
変
な
噂
流
れ
て
る
し
。
佳
奈
、
モ
テ
す
ぎ
だ
し
。
」

と
、
言
う
よ
う
に
、
な
っ
た
。

私
は
、
そ
の
返
事
を
笑
顔
で
返
し
て
い
た
。

け
ど
、
そ
の
意
味
が
分
か
る
の
は
、
ず
っ
と
、
先
の
事
だ
っ
た
。

そ
れ
か
ら
、
何
ヶ
月
も
た
っ
て
か
ら
、
優
真
君
に
告
ら
れ
た
。

私
は
、
も
ち
ろ
ん
”
お
っ
け
ぇ
”
に
し
た
。

そ
れ
か
ら
、
毎
日
の
よ
う
に
、
キ
ス
を
し
て
く
る
、
優
真
。

キ
ス
す
る
前
に
、
必
ず
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「
キ
ス
し
て
イ
イ
。
？
」

と
、
聞
い
て
く
る
。

す
ご
く
、
可
愛
い
。

そ
の
顔
が
す
ご
く
、
愛
お
し
か
っ
た
。

そ
し
て
、
あ
る
日
‥

優
真
が
、

「
水
族
館
に
、
行
こ
う
。
」

っ
と
、
言
っ
て
く
れ
た
。

水
族
館
に
、
入
っ
て
す
ご
く
騒
い
で
い
た
。

嬉
し
か
っ
た
か
ら
。

た
ぶ
ん
、
水
族
館
が
こ
ん
な
に
、
楽
し
い
所
な
ん
て
、
思
っ
た
事
無
い
と
、
思

う
。

水
族
館
の
帰
り
‥

優
真
が
、

「
今
日
‥
俺
ん
家
来
る
。
？
」
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と
、
聞
い
て
き
た
。

私
は
、
す
ぐ
に
、

「
う
ん
。
♪
」

と
、
言
っ
た
。

優
真
の
部
屋
は
、
す
ご
く
男
の
子
っ
て
、
感
じ
が
し
た
。

優
真
は
、
ア
ク
セ
サ
リ
ー
が
好
き
だ
か
ら
、
部
屋
中
に
、
い
ろ
ん
な
、
ア
ク
セ

サ
リ
ー
が
、
あ
っ
た
。

私
は
、
ど
こ
に
座
っ
た
ら
イ
イ
の
か
、
分
か
ら
な
か
っ
た
。

優
真
が
、
ベ
ッ
ト
を
指
し
て

「
こ
っ
ち
に
、
来
い
ヨ
。
」

と
、
言
っ
た
。

今
だ
に
、
ド
キ
っ
と
、
し
ま
う
。

私
は
、
横
に
チ
ョ
コ
っ
と
座
っ
た
。

「
佳
奈
‥
。
好
き
だ
よ
。
」

私
を
、
倒
し
た
。

私
は
、
何
人
も
の
男
に
抱
か
れ
て
来
た
。
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中
学
生
の
時
に
‥

け
ど
、
こ
ん
な
に
ド
キ
ド
キ
し
た
事
は
、
無
い
。

「
や
っ
て
‥
イ
イ
。
？
」

「
う
‥
ん
。
」

私
は
、
初
め
て
、
優
真
に
抱
か
れ
た
。

優
し
く
抱
い
て
く
れ
た
。

嬉
し
か
っ
た
。

「
大
丈
夫
？
」

と
、
た
ま
に
声
を
か
け
て
く
れ
た
。

そ
の
、
優
し
さ
が
嬉
し
か
っ
た
。

「
う
っ
‥
。
あ
っ
‥
。
あ
ん
っ
‥
。
」

私
の
声
が
、
優
真
の
部
屋
に
響
い
た
。

「
可
愛
い
」

と
、
ず
っ
と
言
っ
て
く
れ
た
。

そ
の
間
、
何
回
も
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「
ず
っ
と
、
一
緒
に
居
て
‥
」

っ
と
、
小
声
で
言
っ
て
る
の
を
聞
い
た
よ
う
な
、
気
が
し
た
。

そ
し
て
、
終
わ
っ
て
か
ら
、
す
ご
く
長
い
キ
ス
を
し
て
く
れ
た
。

何
回
も
、
し
て
く
れ
た
。

そ
し
て
、

「
も
ぉ
、
遅
い
か
ら
、
帰
る
？
」

と
、
言
っ
て
帰
ろ
ぉ
と
し
た
ら
、
最
後
に
Ｄ
－
プ
キ
ス
を
し
て
く
れ
た
。

こ
の
、
一
日
が
す
ご
く
楽
し
か
っ
た
。

初
め
て
、
あ
ん
な
に
愛
さ
れ
た
感
じ
が
、
し
た
。

あ
の
感
覚
が
、
忘
れ
ら
れ
な
い
。

自
分
が
変
に
、
な
っ
て
し
ま
う
。

帰
っ
て
か
ら
、
ず
っ
と
、
笑
っ
て
い
た
。

そ
し
て
、
毎
日
の
よ
う
に
、
キ
ス
と
エ
ッ
チ
を
繰
り
返
し
て
い
た
。

け
ど
、
こ
の
ご
ろ
優
真
の
調
子
が
お
か
し
い
事
に
き
ず
い
た
。
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エ
ッ
チ
し
て
い
る
時
、
二
酸
化
炭
素
を
は
い
て
ば
っ
か
り
‥
。

そ
れ
に
、
ま
た
に
急
に
立
っ
た
ら
、
貧
血
を
お
か
し
た
り
‥

こ
の
ご
ろ
、
大
丈
夫
か
な
ぁ
、
と
、
思
う
事
が
あ
る
。

「
優
真
。
大
丈
夫
？
」

「
う
ん
‥
」

毎
日
の
繰
り
返
し
‥

そ
し
て
、
数
日
後
、
優
真
は
入
院
す
る
事
に
、
な
っ
た
。

私
は
、
毎
日
、
お
見
舞
い
に
い
っ
て
は
、
キ
ス
を
し
て
く
れ
る
。

私
の
、
幸
せ
。

親
に
も
、
そ
ん
な
に
可
愛
い
が
わ
れ
た
事
無
い
の
に
。

い
っ
つ
も
、
帰
り
道
で
泣
い
て
い
る
。

そ
ん
な
、
あ
る
日
‥

プ
ル
プ
ル
‥

「
う
っ
‥
。
朝
か
ら
‥
。
誰
？
」

そ
れ
は
、
非
通
知
だ
っ
た
。
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出
る
の
は
、
嫌
だ
っ
た
。

ケ
ド
、
何
回
も
鳴
る
か
ら
、
取
っ
て
み
た
。

「
は
い
。
ど
な
た
‥
」

「
佳
奈
ち
ゃ
ん
！
今
す
ぐ
、
優
真
の
病
院
に
、
来
て
！
」

優
真
の
お
母
さ
ん
か
ら
、
だ
っ
た
。

「
ど
ぉ
し
た
ん
で
‥
」

「
イ
イ
か
ら
、
来
て
‥
。
」

お
母
さ
ん
は
、
泣
い
て
い
る
よ
う
な
、
声
を
し
て
い
た
。

と
り
あ
え
ず

「
は
い
。
」

っ
と
、
言
っ
て
切
っ
た
。

私
は
、
嫌
な
事
を
思
い
出
し
た
。

優
真
の
、
貧
血
。

酸
素
を
吸
わ
な
い
体
。

な
ん
か
、
嫌
な
予
感
が
し
た
。



14

私
は
、
急
い
で
、
優
真
の
居
る
病
院
へ
行
っ
た
。

ガ
ラ
ガ
ラ
‥

「
優
真
！
‥
い
な
い
。
」

ど
こ
に
、
行
っ
た
ん
だ
ろ
ぉ
。

私
は
、
優
真
の
ベ
ッ
ト
を
眺
め
て
い
た
。

そ
し
て
、

「
死
な
な
い
で
。
」

と
、
祈
っ
た
。

そ
こ
に
、
風
と
一
緒
に
、
紙
が
お
ち
て
き
た
。

『
手
術
室
に
、
来
て
。
優
マ
マ
』

手
術
室
‥

優
真
が
、
居
る
‥

私
は
、
病
院
を
走
り
ま
っ
た
。

看
護
師
に
怒
ら
れ
た
り
し
た
。

ケ
ド
、
そ
ん
な
声
な
ど
聞
こ
え
な
か
っ
た
。
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「
優
真
。
」

私
は
、
何
回
も
叫
ん
だ
。

そ
し
て
、
や
っ
と
着
い
た
。

手
術
室
‥

優
真
の
お
母
さ
ん
、
お
父
さ
ん
、
友
達
‥

た
く
さ
ん
の
人
が
い
た
。

皆
、
優
真
が
世
話
に
な
っ
た
人
達
。

私
は
、
お
母
さ
ん
と
目
が
、
会
っ
た
。

「
佳
奈
ち
ゃ
ん
‥
」

「
優
真
は
‥
」

お
母
さ
ん
は
、

「
分
か
ら
な
い
‥
」

っ
と
、
言
っ
た
。

『
優
真
』

と
、
何
回
も
叫
ん
だ
。
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そ
し
て
、
手
術
室
の
ド
ア
が
、
開
い
た
。

お
母
さ
ん
が
、

「
優
真
は
‥
」

皆
、
沈
黙
に
な
っ
た
。

「
佳
奈
さ
ん
は
‥
い
ま
す
か
。
？
」

と
、
言
わ
れ
た
。

私
は
、
ビ
ッ
ク
リ
し
た
。

「
は
い
‥
。
私
で
す
‥
。
」

「
少
し
、
来
て
下
さ
い
。
」

私
は
、
手
術
室
に
呼
ば
れ
た
。

優
真
が
居
る
‥

「
優
真
さ
ん
が
、
佳
奈
さ
ん
と
、
会
い
た
い
と
‥
」

ど
ぉ
ぞ
。

と
、
言
わ
れ
て
優
真
の
居
る
場
所
に
呼
ば
れ
た
。



17

「
優
真
？
」

「
佳
奈
‥
」

私
は
、
優
真
に
抱
き
着
い
た
。

「
優
真
‥
大
丈
夫
？
」

「
う
ん
‥
」

「
優
真
‥
佳
奈
の
、
将
来
の
夢
何
か
、
し
っ
て
る
？
」

「
さ
ぁ
‥
。
」

「
優
真
の
、
お
嫁
さ
ん
。
☆
」

「
そ
れ
は
‥
嬉
し
い
‥
わ
。
」

「
優
真
も
、
一
緒
？
」

「
当
た
り
‥
前
や
‥
」

「
嬉
し
い
。
☆
」

「
優
真
‥
大
好
き
☆
」

「
俺
も
‥
佳
奈
の
‥
事
‥
大
‥
好
‥
き
‥
」

ピ
ー
ー
。
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「
優
真
？
」

「
午
前
、
１
０
時
３
０
分
、
堀
田
優
真
さ
ん
。
」

医
者
が
、
言
っ
た
。

「
優
真
ぁ
。
う
わ
ぁ
‥
。
」

私
は
、
優
真
の
横
で
ず
っ
と
泣
い
て
い
た
。

十
年
後
‥

「
佳
奈
ぁ
。
行
こ
う
。
」

「
う
ん
。
♪
」

私
は
、
こ
の
十
年
間
、
優
真
の
墓
に
、
行
っ
て
い
た
。

必
ず
、
１
０
時
３
０
分
に
、
行
っ
て
い
る
。

私
は
、
親
に
も
愛
さ
れ
ず
、
ダ
チ
が
１
番
と
、
思
っ
て
た
。

ケ
ド
、
初
め
て
、
誰
か
に
愛
さ
れ
た
。

す
ご
く
、
嬉
し
か
っ
た
。

優
真
だ
け
だ
っ
た
‥
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こ
ん
な
私
を
、
最
後
ま
で
愛
し
て
く
れ
た
。

私
の
、
ユ
イ
ツ
の
人
。

大
好
き
な
、
人
。

こ
の
世
界
で
、
愛
し
た
人
。

運
命
を
信
じ
た
人
。

私
は
、
あ
な
た
を
愛
し
て
損
な
ど
、
し
て
な
い
。

私
を
、
最
後
ま
で
、
尽
く
し
て
く
れ
た
。

笑
っ
た
時
も
、
泣
い
た
時
も
、
怒
っ
た
時
も
、
い
つ
も
、
一
緒
に
居
て
く
れ
た
。

私
は
、
優
真
の
お
か
げ
で
、
自
分
が
大
切
な
、
人
間
と
、
言
う
事
が
、
分
か
っ

た
。

私
に
、
す
べ
て
教
え
て
く
れ
た
。

あ
な
た
に
、
も
う
一
度
、
あ
っ
て
言
い
た
い
。

「
あ
り
が
と
う
。
私
を
、
愛
し
て
く
れ
て
‥
。
」
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う

愛してくれた、あなた。
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
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ト
発
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た
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